＜第1部 対談＞カレッジスポーツのポテンシャル : スポーツを通じた社会貢献とその未来像（専修大学スポーツ研究所公開シンポジウム2013, カレッジスポーツのチカラを考える, 専修大学生田キャンパス10号館10301教室, 2013年10月21日開催） by 佐藤 雅幸 et al.
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専修大学スポーツ研究所公開シンポジウム 2013
山田　そこまでうまくいかないと、まさに、講
演の最後に話されたように、見るスポーツと
してみんな頑張れ、オリンピック・パラリンピッ
クではメダル獲得を頑張れという話になった
としても、次にうまくつながらないような気が
します。文化的価値を高めていくために、ス
ポーツという一つの材料、一つのカ ドーを使
いながら、大学として地域の人たちと交流を
深めていけばいいのか、どうお考えですか。
松浪　例えば、アメリカの場合は、日本のよ
うに30も40もやるのではなくて、一つの大
学で10種目に限って大学を代表するチーム
を持ちます。これは、アウェーもあればホー
ムもあります。ホームでやるときは、地域の
皆さんが年間のチケットを買って支えます。
全然関係なくても、地域の皆さんがその大学
のファンになって応援をします。そして、練
習のときにもいろいろなボランティアなどの
形で協力をし、チームの資金的な切符売りや、
いろいろな形で近隣のファンがやってくれて
交流が密になっていきます。
　実は悲しいかな、そういう風土がこの国に
はありません。としたなら、われわれが積極
的にいろいろな形でお願いして回らなければ
いけないと思います。例えば、本学の報道は
されなかったかもしれませんが、この前のオ
リンピック決定のときは、朝4時に集合して
パブリックビューイングを行いました。アメリ
カンフットボールやラグビーの選手たちが、2
万枚のチラシを近隣にポスティングしました。
2万枚まいて2万人が来たら大変なことにな
りますが、そうすることによって、地域の人
たちが大学に来てくれます。
　例えば、今日のシンポジウムをするのに、
2万枚のチラシを作ってポスティングをする
など、近隣とのパイプと、近隣の人たちが大
学の情報を持ってくれるというようなことを、
われわれが積極的にしていかないとうまくい
かないと思います。その辺が、アメリカと違
うところです。
山田　敢えて聞いていいですか。2万枚をポ
スティングするのは誰が決めますか。やろう
と言っても、躊躇されませんか。
松浪　僕たちの広報課で決めますが問題は
全然ありません。私がやったように見えます
が、私はやっていません。
山田　違いますか。
松浪　何か催しをやるときには、とにかくチ
ラシを積極的にまいて地域の皆さんに大学を
知ってもらいます。もちろん、こういう催しが
あるときも2万枚まくようなことをしています。
山田　日本の大学に必要と言ったように、専
修大学にも40の体育会があって、中には非
常に力を入れているところもあります。多様
な大学スポーツが体験できる、教育を受け
るといういい面ももちろんあると思いますが、
一方で、地域との関係で言うと、そういうふ
うに分散しているために、この大学はどんな
スポーツをやっているのかということが、なか
なか見えないことがあります。
　その中で、例えば、Jリー グ構想などからJ
のクラブのほうが分かりやすいという部分が
あって、本来であれば、昔はカレッジスポー
ツが担った役割を、今の日本の社会では、ク
ラブチームが担い始めているという部分があ
ると思います。その辺はどうお考えですか。
お二人にそれぞれ聞きたいと思います。
松浪　種目によると思います。カレッジスポー
ツが支えるか、クラブでもってスポーツ的に
支えていくかは種目によって違うと思います。
ですから、水泳やサッカーはクラブという形
になりますが、他のものは学校でやるという
ふうになると思います。
山田　種目の問題ですね。佐藤先生はどうで
しょうか。
佐藤　確かに種目があると思います。私の専
門のテニスでも、クラブの影響は非常に強い
と思います。レッスンというか、練習をするの
にきちんとしたコーチが居ないとなかなかでき
ないという特徴があります。
山田　どうでしょう、最後の質問をして、こ
の1部を終わりにしたいと思います。
　では、今、新しいカレッジスポーツは一体
何が求められているのか、あるいは、カレッ
ジスポーツのポテンシャルはどこにあるのか
という質問をお二人にして、1部を締めたいと
思います。よろしくお願いします。
松浪　一番は人生の友を得ることです。こ
れは、クラブをともにした間柄であるが故に、
どんなに遠く離れたところで生活をしていよう
とも、この絆は強固です。一番のポテンシャ
ルは、チームメ トーの輪の中に、その人の人
生を応援してくれる友、支えてくれる友を作
ることです。いろいろなところに友達はできま
すが、大学の中でスポーツをやったことの絆
は、想像できないくらい大きなポテンシャル
を持っていると思います。そして、どんなとき
でも助けてくれます。家族以上に助けてくれ
ます。同じ釜の飯を食うということは、そうい
う存在を作ることだと思っています。
山田　ありがとうございました。では、最後
に佐藤先生にお願いします。
佐藤　スポーツをしている人の姿を見て共感
できるというか、感動できるところを持って
いる人は非常に伸びていくと思います。映画
監督の篠田正浩さんが、「箱根駅伝を見て感
動する人が居るうちは、この世の中はまだま
だ捨てたもんじゃないな」と言っていました。
ぜひスポーツを見て感動できる学生をたくさ
ん作っていきたいと思います。
山田　ありがとうございます。では、今日は
8割方学生ですので、最後に、専修大学の
教員に戻った気分で、専大の学生に対して
メッセージをいただければと思いますがいか
がですか。
松浪　専修大学の学生は案外スポーツ好き
です。箱根駅伝に出るとなると、こそっと応
援に行ったりする学生が多いです。選手が頑
張ることによって、他の学生たちがもっと大
きな刺激をもらってスポーツ好きになると思
います。ですから、体育会系の学生には死に
物狂いで頑張ってもらいたいと思います。負
け癖が付き過ぎている印象がありますが、頑
張ってもらいたいと思います。
山田　どうもありがとうございました。今日は、
日本体育大学理事長というよりも、専修大学
OBという雰囲気の松浪先生でしたが、どう
もありがとうございました。では、これで1部
を締めたいと思います。
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